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【緒言】走運動は両脚の役割(スウィング脚と接地脚)が入れ替わる周期運動であり、

陸上競技の短距離走の指導現場でも、両脚を接地の瞬間に素早く挟み込む、“シザース

動作”の重要性が広く認知されている。しかし、これまでの走運動に関する研究は、ど

ちらか片脚だけの筋活動を取得するに留まっており、“走運動は両脚の協調運動”とい

う視点が欠如している。そこで、本研究では、短距離走の指導現場に筋制御の観点か

ら科学的根拠を提示するため短距離走で特に重要な力発揮を担う股関節筋である大腿

直筋(Rectus Femoris: RF)と大腿二頭筋(Biceps Femoris: BF)に着目し、両脚における筋制

御の特徴を解明することを目的とした。 
【方法】被験者は陸上競技短距離選手 18 名(WA Score: 1052.5 ± 93.3 点、男子 100 m 走 
10.46 秒相当)であった。全力疾走中の両脚の RF および BF の筋活動を無線ワイヤレス

筋電装置(Trigno Wireless Sensor, Delsys)で記録した。そして、基準(スウィング脚)側
(ipsilateral)の RF(iRF)と、反対(接地脚)側(contralateral)の BF(cBF)の筋活動の onset/offset
のタイミング(%ランニングサイクル)を TKEO フィルターで算出した(Solnik et al. 2010)。
これらを基に両脚の主動筋の協調性を示す“Scissors”(iRF と cBF の活動し始める時間差)
を筋制御の評価指標として定義した。この筋制御の変数と時空間的変数(走速度、ピッ

チ、ストライド)との相関関係を Pearson の積率相関係数により検討した。 
【結果】最高速度局面(30-50 m 区間)における時空間的変数は、走速度(9.87 ± 0.54 m/s)、
ピッチ(4.51 ± 0.28 Hz)、ストライド(2.19 ± 0.14 m)であった。“Scissors”は、ピッチと有意

な相関関係が認められたが、走速度およびストライドとは有意な相関関係はなかった。 
【考察】スプリンターは長距離選手より接地瞬間の両膝の相対的な水平距離が短くピッ

チが高い(Bushnell & Hunter, 2007)。これはスプリントの指導現場で広く重要視されてい

る“シザース動作”に相当する技術といえる。本研究では、筋活動の観点から“シザー

ス動作”に対応する筋制御の特徴が観察された。すなわち、接地脚の股関節伸展筋(cBF)
に対し、より早いタイミングでスウィング脚の股関節屈曲筋(iRF)を活動させる能力が、

ピッチの規定因子である可能性が考えられる。本研究で示された“両脚の協調性”とい

う視点は、スプリントパフォーマンスの改善に重要な要因であろう。 
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